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注意事項！ トリクル チャージャーをチャージ プラグ コネクターに接続しないこと

チャージ プラグ コネクターは、リレーを介してリア パワー ディストリビュー
ションから電源供給されます。ターミナル 15 オフの後、このリレーはオフにな
る。つまり、チャージ プラグ コネクターに接続されたトリクル チャージャーは
バッテリーから切り離される。バッテリーは、必ずジャンプ スタート ターミナ
ル ポイントを介して充電してください。こうして初めて電源供給が車両によっ
て記録される。

注意！機械的応力による破壊の恐れ。
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61 12 ... インテリジェント バッテリー センサー (IBS) に関する注意事項

- バッテリーのマイナス端子にはその他の接続部を取り付けない。

- グラウンド ケーブルを改造しない。グラウンド ケーブルは熱伝導のため
にも使用されている。

- インテリジェント バッテリー センサーとセンサー ボルトを接続しない。

- 極片をバッテリー ターミナルから外す際、強い力を加えない：

! グラウンド ケーブルを引っ張らない。
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注意！バッテリー交換時インテリジェント バッテリー センサーと配線の破壊の恐れ。

ヒント：インテリジェント バッテリー センサー IBS に支障がないにも関わらずバッテ
リーが放電する場合がある。

! 極片を持ち上げて外す際インテリジェント バッテリー センサーの下
にツールを噛ませない。

- インテリジェント バッテリー センサーの接続部をレバーの代わりとして
使用しない。

- トルク レンチを使用し、締付けトルクをリペア マニュアルに従って調整
する。

- センサー ボルト(トルクス ボルト)を脱着しない。

- インテリジェント バッテリー センサーとグラウンド間の接触を防止す
る。

- バッテリー交換時にインテリジェント バッテリー センサーと配線が機械
的応力によって損傷を受ける可能性がある。そのため機械応力がかからな
いようにする。

- 車両に必要なバッテリー サイズ(容量)はカー アクセス システム (CAS) に
コーディングされている。

- バッテリー交換時、標準のバッテリー容量を使用する。

- 䟿なる容量のバッテリーを取り付けた場合は、カー アクセス システム
（CAS）を再コーディングする。

- バッテリー交換を診断システムのサービス機能で記録する。

- バッテリー交換に関連してデジタル モーター エレクトロニクス DME に登
録されたディフェクト メモリー登録を消去する。

- 必ずリペア マニュアルに従って手順を進める。

- パワー マネージメントと接続しているインテリジェント バッテリー セン
サー機能に支障がない場合にも、バッテリーは放電する場合がある（ライ
ト又はラジオのオンなどによって）。

- そのため、 IBS は該当するディフェクト メモリー登録がある場合に限り交
換すること！

���������� ���


